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〈
往
復
は
が
き
の
記
入
例
〉

郵便往復はがき （返信裏）

往信

3 6 6 0 8 2 3

深
谷
市
本
住
町
17‐

３

※

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
」

第
４
回
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係

郵便往復はがき （往信裏）

返信
申
込
者
の
住
所

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
登
録
者
の

氏
名

学
校
名
・
学
年

〔
全
員
行
か
な
い
〕
ま
た
は

〔
当
選
人
数
分
参
加
す
る
〕

付
添
人
の
人
数

申
込
者
の
お
名
前

申込者の郵便番号

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
か
た

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
て
、
学
生
・
自

営
業
者
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
（
無

職
の
か
た
を
含
む
）、
第
１
号
被

保
険
者
と
な
る
か
た
は
、
住
所

地
の
市
区
町
村
役
場
で
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
加
入
者
（
第

２
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
（
第
３
号
被
保

険
者
）
の
か
た
が
20
歳
に
な
っ

た
と
き
は
、
第
２
号
被
保
険
者

の
勤
務
先
を
経
由
し
て
加
入
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
第
２
号
被
保
険
者
が
20
歳
に

な
っ
た
と
き
は
、
加
入
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
１
５
，０
２
０
円
で
す
。

　

学
生
の
か
た
や
経
済
的
に
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
か
た
の
場
合

は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若

年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
、
保
険
料

の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
加
入
手
続
き
と
併

せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、
年
金
（
老
齢
年
金
や

障
害
年
金
な
ど
）
が
受
け
取
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な
ど
の

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
取
ら
れ
て

い
る
か
た
に
は
、
１
年
間
に
支
払

わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
額
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
』
が
１
月
中
旬
〜
下
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
確
定
申

告
や
、
源
泉
徴
収
の
還
付
を
受
け

る
際
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

※
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
け

て
い
る
か
た
に
は
、
源
泉
徴
収
票

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
は
、
熊

谷
年
金
事
務
所
ま
た
は
『
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
』（
☎
０
５
７
０
‐

05
‐
１
１
６
５
）
へ

市立川本保育園が完成
●問い合わせ　保育課（☎574‐8648）　川本保育園（☎583‐2202）

ご
み
処
理
に
は
多
額
の
費
用

が
掛
か
っ
て
い
ま
す

　

平
成
22
年
度
の
ご
み
１
㎏
当
た

り
の
処
理
費
用
は
次
の
通
り
で
す
。

1
燃
や
せ
る
ご
み
（
粗
大
ご
み
を

含
む
）
30
・
１
円

2
燃
や
せ
な
い
ご
み　

66
・
４
円

3
資
源
物
（
紙
類
）
１
・
２
円

4
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
推
進
奨
励
金

６
円
（
平
成
23
年
度
か
ら
３
円
）

※
一
部
収
集
品
目
の
み
掲
載

※
こ
の
費
用
に
は
、収
集
の
ほ
か
、

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎525‐1844）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）    

ごみの削減にご協力ください
●問い合わせ　環境課（☎585‐2215）

アーティスト倶
く

楽
ら

部
ぶ

　第4回演劇ワークショップ
　●問い合わせ　生涯学習課（☎572‐9581）

対
象　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
登

録
者
（
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年

生
〜
中
学
生
）

※
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
へ
の
登

録
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
展

示
室

内
容　

県
北
地
域
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
「
劇
団
Ｑ
」
の
俳
優
さ
ん
に

演
技
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
中
心
に
、

楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

申
し
込
み　

１
月
17
日
㈫
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

問
い
合
わ
せ
先
へ

※
友
達
同
士
な
ど
、
複
数
人
で
参

加
し
た
い
か
た
は
、
は
が
き
１
枚

に
参
加
人
数
分
の
氏
名
を
記
入
の

上
、
抽
選
し
た
際
、
人
数
分
当
選

し
な
か
っ
た
場
合
、「
全
員
行
か

な
い
」
ま
た
は
「
当
選
人
数
分
参

加
す
る
」
の
ど
ち
ら
か
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
１
月

20
日
㈮
午
後
２
時
か
ら
、
教
育
庁

舎
内
で
公
開
抽
選
を
し
ま
す
。

　

川
本
地
区
の
田
中
保
育

園
と
長
在
家
保
育
園
の
老

朽
化
に
伴
い
、
２
園
を
統

合
し
た
川
本
保
育
園
が
完

成
し
、
１
月
４
日
㈬
か
ら

新
園
舎
で
の
保
育
が
始
ま

て
拠
点
と
し
て
幅
広
く
ご
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

り
ま
す
。

　

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
園

舎
で
は
、
保
育
方
針
で
掲
げ
る
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
と
創

造
性
を
は
ぐ
く
み
、
地
域
の
子
育

リサイクル活動推進奨励金が
1㎏当たり6円から3円になりました

　リサイクル活動推進奨励金は、平成2年から1㎏
当たり4円で始まった制度で、平成3年に5円、平
成5年に6円と段階的に単価が上昇してきました。
　これは当初、古紙価格の低迷でリサイクル活動
がうまく機能していなかったために取った措置で
した。しかし、平成11年の9月から木曜の資源回
収が開始され、また市民のかたにリサイクル精神
が浸透し、加えて近年の古紙価格の上昇により紙
類の回収量が安定してきました。これらのことを
総合して、今回奨励金を3円にしました。
　リサイクル活動推進奨励金は、リサイクル意識
の向上という側面があります。市民のかたには、
今後もごみ減量やリサイクルについて、ご協力を
お願いします。

焼
却
や
埋
め
立
て
な
ど
の
費
用
を

含
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、「
ご
み
の
分
け

方
出
し
方
」
の
ル
ー
ル
の
う
ち
、

ま
ず
は
、
簡
単
に
で
き
る
次
の
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
か
さ
ば
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

空
き
缶
は
、
つ
ぶ
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

▪
燃
や
せ
る
ご
み
に
水
分
が
含
ま

れ
て
い
る
と
燃
や
す
コ
ス
ト
が
高

く
な
り
ま
す
。
水
は
十
分
に
切
っ

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

川
本
保
育
園
の
概
要

所
在
地　

菅
沼
９
８
０

（
川
本
公
民
館
北
側
に
位
置

し
て
い
ま
す
）

建
築
面
積　

１
，２
９
１
㎡

特
長

1
０
歳
か
ら
の
低
年
齢
児
保

育
を
行
い
ま
す
。

2
各
年
齢
に
応
じ
た
保
育
室

を
５
室
と
、
広
く
な
っ
た
遊

戯
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

3
地
域
の
子
育
て
を
よ
り
一

層
支
援
す
る
た
め
、
一
時
保

育
室
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
３
月
31
日
㈯
ま
で
広
場

や
子
育
て
相
談
の
場
と
し
て

開
放
し
、
４
月
か
ら
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

低
年
齢
児
保
育
と
一
時
保
育

は
、
４
月
か
ら
開
始
す
る
予

定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。


